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牧草と園芸　第68巻第１号（2020年）

はじめに

飼料用トウモロコシにおける病害の発生は、収量
や栄養価の低下、また土地生産性の低下のみなら
ず、発酵品質の低下や有害なカビ毒の影響等によ
り、家畜生産性の低下も引き起こします。以下の対
策を念頭に置いて栽培利用する必要があります。

1．飼料用トウモロコシの病害被害の予防策

①　�抵抗性品種を選定し、病害レース（病原菌の
系統・種類）が変化した場合は速やかに同一
品種の連作を避け、品種を変更する。

②　�土壌の排水性を改善し、根張りを良くする。
③　�土壌診断に基づく適正施肥と、登熟以降の肥
料切れに注意する。

④　�未熟な堆肥の大量投入を避け、できるだけ好
気的発酵が進んだ堆肥を施用する。

⑤　�耕作地表面の細菌や胞子の濃度が年々高くな
るので連作年限を短くし、輪作をする。

⑥　�プラウ耕起により枯れ葉等の収穫残渣物を地
下にすき込む。

⑦　�登録されている殺菌剤が適用する場合は、病
害の初発段階で防除する。

⑧　�罹病が甚だしい場合は早めに収穫を行う。
⑨　�カビ毒の発生が予測される場合、または疑わ
れる場合は、カビ毒濃度の分析を行い、カビ
毒吸着材の添加を検討する。

2 ．すす紋病

Exserohilum�turcicum�（Pass. ）というカビによ
る病害で、低温多湿条件で発生が増加し、出穂期以
降に茶～灰色の紡錘状病斑が発生して、次第に上位
葉まで達します。激発した場合は、TDN�収量が最
大22％程度も減収すると報告されています1 ）。ま
た、枯れ上がりが著しく乾物率が高くなりすぎる
と、サイレージの発酵品質が低下し、 2次発酵やカ
ビが発生しやすく、消化率や採食量の低下をまねき

ます2 ）。
すす紋病抵抗性には品種間差があり（写真 1）、

多くの抵抗性品種が検定・育成されています3 ）。一
方で、複数の病害レースが確認されていることか
ら、抵抗性品種を栽培したのにも関わらず病害が発
生した場合、翌年は、別な抵抗性品種を栽培すると
良いでしょう。また、病原菌は前年に枯死した茎葉
に付着した分生胞子が、風雨で飛散してまん延する
ので、すす紋病が激発した場合は、プラウ耕起によ
る播種床造成をお勧めします。
すす紋病に対しては、殺菌剤プロピコナゾール乳

剤（チルト乳剤）が飼料用トウモロコシで農薬登録
されており、収穫 7日前まで 2回使用できます。初
発の病斑を確認したら、他の作物にドリフトしない
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写真 1　�罹病品種（左）と抵抗性品種（右）
　　　　（2019年、オホーツク地域）

写真 2　�トラクター・スプレア（上）およびラジコンヘリ（下）
によるプロピコナゾール乳剤の散布（2011年、十勝地域）
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ように留意して、トラクタで畑の外周から内部に散
布するか、ラジコンヘリで速やかに散布すること
で、防除することができます（写真 2、写真 ３）。

3 ．ごま葉枯病

Bipolaris�maydis �（Nisikado�et�Miyake）�というカ
ビによる病害で、高温多湿条件で発生が増加しま
す。とくに 8月以降の生育後期に発生が拡大しやす
く、病斑はオレンジ色～淡褐色の楕円形の小斑点
（長さ0. 5～ 2 cm、幅 2～ 5 mm程度）が多数形成
します（写真 4）。感染・まん延の機序はすす紋病
とほぼ同様で、ごま葉枯病抵抗性には品種間差があ
り、抵抗性品種が検定・育成されています3 ）。激発
した場合は植物全体が枯れ上がり収量が低下しま
す4 ）。

4 ．黒穂病

Ustilago�maydis�（de�Candolle）�Cordaという植物
体の奇形を伴う糸状菌病で、高温・干ばつ（乾燥）
条件で発生します。節や雌穂に「おばけ」と称され
る白いコブ状のゴール（肥大組織）ができ、その後
破裂して黒色の胞子を飛散させます（写真 ５）。黒

穂胞子は厚壁胞子で、
地面に落ちて数年生き
るとされており、連作
するほど多く発生しま
す。連作を避け、他の
作物との輪作をお勧め
します。また、黒穂病
抵抗性には品種間差が
あり、抵抗性品種の利
用をお勧めします5 ）。

5 ．糸黒穂病

Sphacelotheca�reiliana �という植物体の奇形を伴
う糸状菌病で（写真 ６）、トウモロコシに限定され
たレースと、ソルガムやスーダングラスに感染する
レースが認められています。黒穂病と同様に胞子
が、地面に落ちて蓄積されるので、連作を避け、他
の作物との輪作をお勧めします。

6 ．根腐病

ピシウム菌（Pythium�graminicola）による病害
で、生育後期に大雨に見舞われ、その後に高温環境
になった年に発生しやすくなります。発生初期は雌
穂が垂下し、同時に茎葉が急速に枯れ上がります。
茎の柔組織が分解され、桿の中が空洞化するので、
地際部で折れて倒伏します（写真 ７）。地際から倒
伏すると収穫が極めて困難になるので、発生を予察
（病徴を観察・調査）して、罹病した飼料畑から優
先的に収穫を行う取り組みが効果的です6 ）。予防策
としては、未熟な堆肥の多投を止め、排水性を改善
しましょう7 ）。最近の北海道優良品種は、検定時に
根腐病の罹病程度を調査しているので、品種選定の
際にはその情報を入手しておくと良いでしょう。

写真 ３　�プロピコナゾール乳剤散布 2週間後の無処理区
（左）と防除区（右）の病斑の状態

　　　　（2011年、十勝地域）
写真 ５　黒穂病（2011年、オホーツク地域）

写真 ６　�糸黒穂病
　　　　（2018年、上川地域）

写真 4　ごま葉枯病の病斑（2011年、十勝地域）
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7 ．フザリウム茎腐病

病原菌はFusarium�graminearumおよびFusarium�
oxysporumで、前者は赤かび病菌と同一で病原性が
強く、デオキシニバレノールを産生し、後者は病原
性がやや弱いとされています。根腐病と似た病徴を
現し、黄熟期に雌穂が下垂し、全体がやや赤みが
かった黄褐色に枯れ（写真 8）、茎内部は空洞化し
て白～赤色のかびが充満します8 ）。フザリウム茎腐
病抵抗性には品種間差があり、抵抗性品種の利用を
お勧めします9 ）。最近ではオホーツク地域および東
北地方で観察され、カビ毒濃度の分析を行い、カビ
毒吸着材の添加と給餌量を制限することで、乳牛の
体調を改善した事例もあります。

8 ．赤かび病

Fusarium�graminearumを主とした糸状菌病の一
種で、雌穂に淡紅色または鮭肉色のかびを生じます
（写真 9）。原因菌は環境中に常在しています。デ
オキシニバレノールを主とする複数のカビ毒を産生
するため、発生すると、家畜に様々な健康被害を引
き起こす可能性があります10）。対応としてカビ毒濃
度の分析を行い、カビ毒吸着材の添加と給餌量の制
限等が必要になります。道総研畜産試験場の研究に
よると、絹糸抽出期前後10日くらいの間の大雨で発
病程度やカビ毒の量が増えるとされています。赤か
び病抵抗性には品種間差があるため、過去に発生し
た品種を使わないようにするのが良いでしょう11）。

9 ．黄化萎縮病（クレージートップ）

Sclerophthora�macrosporaという糸状菌病の感染
により、感染株が叢生し、奇形となります。上位節
での分げつの極端な増加、葉の縮れ、雄穂の奇形・
増生、雌穂の葉化など激しい病徴となります（写真
10）。遊走子を出して大雨や滞水によりまん延しま
す。病原菌は広くイネ科植物種に寄生するため、イ
ネ科の雑草が感染源になっていると考えられていま
す12）。

写真 9　赤かび病
　　　　（201７年、釧路地域）

写真 ７　根腐病（2011年、十勝地域）

写真 8　フザリウム茎腐病
　　　　�（2019年、オホーツ

ク地域）
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写真10　黄化萎縮病（クレージートップ）（2019年、釧路地域）
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